
（名称及び目的）
第１条

（位置）
第２条

（修業年限）
第３条

（定員及び学級数）
第４条

（養成課程）
第５条

（カリキュラムと履修方法）
第６条

また介護過程Ⅲの科目についてはスクールアワーを適用する。

（学年）
第７条
　学年は、4月に始まり、同年10月に終わる。

（休業日）
第８条

（入学時期）
第９条

（受講資格）
第１０条

(４)451時間コース
介護職員基礎研修、訪問介護員養成研修１級課程、訪問介護員養成研修２級課程、初任者研修のいずれも
修了していない者。または、修了していることを証明する書類を研修申し込み時に当法人に提出していない者。
(５)通信養成の実施地域は、埼玉県、東京都、千葉県、神奈川県、群馬県、栃木県、茨城県とする。

していること。

(2)ゴールデンウィーク、お盆、年末年始および、当法人が認める日

　入学の時期は、学級の開講日とする。

　受講資格は、次のとおりとする。
(１)50時間コース
介護職員基礎研修を修了し、その修了を証明できる書類を研修申し込み時に当法人に提出していること。
(２)96時間コース
訪問介護員養成研修１級課程を修了し、その修了を証明できる書類を研修申し込み時に提出していること。
(３)321時間コース
訪問介護員養成研修２級課程、初任者研修を修了し、その修了を証明できる書類を研修申し込み時に提出

(1)天災その他やむを得ない事情により、授業を行うことができないと、当法人が認める日。

介護福祉士実務者研修学則

　社会福祉法人ぱる（以下「当法人」という）が実施する、ぱる介護福祉士実務者研修講座は、介護福祉士
実務者研修の養成施設として実務経験のみでは修得できない知識・技術の修得を目的とする。

　当養成施設は、埼玉県戸田市喜沢南2-5-23に置く。

　修業年限は６ヶ月（半年）とする。
（1年で全科目を受講できなかった場合には、在籍期間を最高1年延長して学習することができる）

　1学年につき1学級とし、1学級の定員は２４名とする。

　介護福祉士実務者研修（通信課程）とする。

　研修のカリキュラム及びその履修方法、履修認定科目は学則別表のとおりとする。

　次にあげる日には、授業は行なわない。



第１１条
　養成施設の長　1名、　教員　　4名以上、　　事務職員　　1名以上

（受講生の選考）
第１２条

（４）施設長の判断により受講が困難と判断された者は受講が出来ない。

（受講手続き）
第１３条

（退学）
第１４条

（休学）
第１５条

（復学）
第１６条

得なければならない。

（指導及び評価方法）
第１７条
指導及び評価方法は以下のとおりとする。
通信講座の為、自宅自習とスクーリング（面接授業）による指導を行う。
テキストを使用し自宅学習を進め、指定期間内に試験式設問課題とレポートを郵送で提供し、添削指導及び
評価を行う。

（課程修了の認定）
第１８条

筆記試験及び実技試験を行い、両方の合格により科目の修了を認定する。

介護課程Ⅲと医療的ケアの演習は、スクーリングとなる為、全授業（スクーリング）日数の2/3以上出席を
することが必要。2/3に満たない者は履修を認めない。

第１９条

受講料　　64,900円（テキスト代、税込）
96時間コース
受講料　　64,900円（テキスト代、税込）
321時間コース
受講料　　64,900円（テキスト代、税込）
451時間コース

50時間コース

受講料　　129,800円（テキスト代、税込）　

（受講料）

　退学をしようとする受講生は、退学願を提出し、当法人の許可を得なければならない。

　受講生は、疾病その他やむを得ない理由により就学をすることができない場合は、休学願を提出し、当法人
の許可を得なければならない。この場合において、疾病によるときは医師の診断書を提出しなければならない。

　休学していた学生は、休学の理由が消滅し、復学しようとするときは、復学願を提出し、当法人の許可を

　テキストによる自宅学習（通信課題）と、スクーリングによる学習（面接授業）の修了条件を全て満たすと、
修了の認定となる。

合格は、ABCDの４段階(A→９０点以上、B→８０点以上、C→７０点以上、D→７０点未満)で判定し、
D評価は不合格とし再度試験・評価を行う。

　受講者は、当法人が定める期間内に、申込書等、その他必要な書類を、当法人に提出しなければならない。

（教職員の組織）

　受講生の募集及び選抜方法は、以下のいずれかの者とする。
（１）社会福祉法人ぱるの関連事業所職員で代表者の推薦を受けた者。または受講を希望する者
（２）一般公募
（３）定員を超える応募があった場合は先着順とする。



２　退学、休学した者にかかる既納の受講料については、下記の通り還付する。
50時間コース
教科書代（1冊） 2,160円を除き1時間当たり 1,460円を還付
96時間コース
教科書代（3冊） 6,480円を除き1時間当たり 730円を還付
321時間コース
教科書代（8冊） 17,280円を除き1時間当たり 190円を還付
451時間コース
教科書代（8冊） 17,280円を除き1時間当たり 260円を還付

第２０条
　以下の場合、補講費用が発生する。
　①通信添削課題の補講について
　　　　家庭学習の課題がＤの場合は課題の再提出となります。その場合は補講扱いとなり、補講費用は
　　　　1回につき3,000円となります。
　②筆記試験・実技試験の補講について
　　　評価Ｃ以上の合格とならない場合は再度補講を行ってから実施します。補講費用は
　　　1回につき3,000円となります。
　③欠席・遅刻・早退について
　　　欠席・遅刻・早退した場合に補講を実施します。
　　　その場合、補講費用は申込みの時点で発生し、1回につき5,000円とします。
　　　但し、遅刻早退は1時間以上の場合とします。1時間未満の場合は当日延長し対応します。

（欠席の取り扱い）
第２１条

第２２条

（表彰）
第２４条

（懲戒）
第２５条

（その他の事項）
第２６条
この学則に定めるものの他、必要な事項は代表者が別に定める。

ができる。表彰は表彰状を授与する。

　懲戒は次の各号のいずれかに該当した場合は、戒告、退学の措置をとることができる。
(１)素行不良で改悛の見込みがないがないと認められるとき。
(２)秩序を乱し、受講生としてふさわしくない行為のあった場合。
(３)学習意欲が著しく欠け、修了の見込みがないと認められるとき。
(４)その他この学則または、これに基づく規定に違反した場合。

　当法人は、学業成績が優秀である者または、ほかの受講生の模範となる者を表彰すること

(２)天災地変、台風
(３)交通機関の事故・ストライキ
(４)その他施設長が認めた事情がある場合

（使用教材）

免除科目は、別表２のとおりとする。

(１)病気・怪我など（証明できる書類の提出を求めます）

（補講費用）

　やむを得ず欠席をした場合、在籍期間において、再履修を受けることができるものとする。
「やむを得ず」とは次の事由をいう。

　実務者研修テキスト　全８巻セット　（日本医療企画版）
その他研修において必要な物品、機材

（免除科目）
第２３条
　社援基発１１０４第１号、『実務者研修における「他研修等の修了認定」の留意点について』に基づき、



（附則）
第１条

　この学則は令和2年10月1日から施行する。
　この学則は令和5年4月2日から施行する。
　この学則は令和6年4月1日から施行する。
　この学則は令和7年4月1日から施行する。
　この学則は令和8年4月5日から施行する。

　この学則は平成28年6月4日から施行する。
　この学則は平成29年4月8日から施行する。



（学則別表）

添削回数 面接時間数 全課題提出期限 面接授業実施日

人間の尊厳と自立 5 人間の尊厳と自立 ○ 1 5月16日

社会の理解　Ⅰ 5 介護保険制度 ○ 1 5月16日

介護の基本　Ⅰ 10
①介護福祉士制度
②尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開　ほ
か

○ 1 5月16日

生活支援技術　Ⅰ 20 ①生活支援とICF
②ボディメカ二クスの活用　ほか ○ 1 5月16日

生活支援技術　Ⅱ 30 ①利用者の心身の状況に合わせた介護、福祉用具等の
活用、環境整備 ○ 1 5月16日

介護課程　Ⅰ 20 ①介護過程の基礎的知識
②介護過程の展開　ほか ○ 1 5月16日

こころとからだのしくみ　Ⅰ 20 ①介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解 ○ 1 5月16日

認知症の理解　Ⅰ 10 ①認知症ケアの理念
②認知症による生活障害、心理・行動の特徴　ほか - 1 5月16日

障害の理解　Ⅰ 10 ①障害者福祉の理念
②障害による生活障害、心理・行動の特徴　ほか - 1 5月16日

社会の理解　Ⅱ 30 ①生活と福祉
②社会保障制度　ほか - 1 7月5日

介護の基本　Ⅱ 20 ①介護を必要とする人の生活の理解と支援
②介護実践における連携　ほか ○ 1 7月5日

コミュニケーション技術 20 ①介護におけるコミュニケーション技術
②介護におけるチームのコミュニケーション　ほか - 1 7月5日

介護課程　Ⅱ 25 ①介護過程の展開の実際 - 1 7月5日

発達と老化の理解　Ⅰ 10 ①老化に伴う心の変化と日常生活への影響
②老化に伴うからだの変化と日常生活への影響 - 1 7月5日

発達と老化の理解　Ⅱ 20 ①人間の成長・発達
②老年期の発達・成熟と心理　ほか - 1 7月5日

認知症の理解　Ⅱ 20 ①医学的側面から見た認知症の理解
②認知症の人や家族への支援の実際 - 1 7月5日

障害の理解　Ⅱ 20 ①医学的側面から見た障害の理解
②障害児者への支援の実態 - 1 7月5日

こころとからだのしくみ　Ⅱ 60 ①人間の心理
②人体の構造と機能　ほか - 1 8月8日

介護課程　Ⅲ（スクーリング） 45
①介護過程の展開の実際（事例検討）
②介護技術の評価 - - 46 -

8月23日(日)～
9月20日(日)

長谷川英世
山田耕造

医療的ケア（50時間＋演習） 50
①医療的ケアの実施の基礎
②喀痰吸引・経管栄養（基礎的知識・実施手順）③演習 - 1 12 -

10月4日(日)～
10月11日(日)

内山弘美

合計 450 19回 58時間

課題は自宅学習
面接授業はいき
いきタウンとだで
実施

カリキュラム

科目
必要

時間数 主な内容
履修認
定科目

授業実施形態 実施スケジュール
担当講師名 学習場所


